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な
い
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
」
で
済
ま
し

て
し
ま
う
防
衛
省
の
行
政
感
覚
と
、
そ
れ
に
も
増

し
て
、
根
本
的
な
疑
義
を
示
す
こ
と
な
く
「
厳
し

さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
」
と
い
う
土
俵
に
安
易

に
乗
っ
て
し
ま
う
野
党
と
世
論
の
あ
り
方
が
最
大

隊
の
た
め
の
予
算
で
あ
る
「
防
衛
予
算
」
＝
「
軍

事
予
算
」
も
例
外
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

実
際
に
防
衛
予
算
も
第
二
次
安
倍
政
権
が
ス

タ
ー
ト
す
る
ま
で
、
毎
年
漸
減
が
続
い
て
い
た
。

そ
れ
が
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
以
来
、
突
然
の
よ

う
に
右
肩
上
が
り
の
防
衛
予
算
増
額
が
始
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
以
下
の
グ
ラ
フ

で
分
か
る
と
お
り
、「
過
去
最
高
額
」
を
更
新
し

な
が
ら
も
、現
在
の
時
点
で
振
り
返
れ
ば
「
漸
増
」

の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
後
述
す
る
「
後
年
度
負
担
」
の
支
払
期

間
の
5
年
か
ら
10
年
へ
の
延
長
や
、
国
家
予
算
の

最
大
の
支
出
で
あ
る
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
関

連
費
用
の
自
然
増
を
、
強
引
に
半
分
に
縮
減
さ
せ

る
手
法
も
動
員
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
。

そ
れ
が
、
岸
田
政
権
に
な
っ
て
防
衛
費
の
異
常

な
ま
で
の
優
遇
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
グ
ラ
フ

の
急
激
な
上
昇
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
グ
ラ
フ
を
公
然
と
当
初
予
算
案
に
提

示
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
お
定
ま
り
の
「
か
つ
て

２
０
２
４
年
度
当
初
予
算
案
の
年
度
内
成
立

が
確
実
と
な
っ
た
。
異
例
の
土
曜
日
開
会
を

し
て
ま
で
衆
院
を
通
過
さ
せ
る
と
い
う
強
引
で

杜
撰
な
国
会
運
営
で
、
当
初
7
兆
７
２
４
９
億

円
＋
新
規
後
年
度
負
担
７
兆
６
５
９
４
億
円
で

15
兆
３
８
４
３
億
円
と
い
う
巨
額
の
軍
事
予
算
が

容
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
3
月
19
日
、
衆

院
本
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
時
限
立
法
で
あ
っ
た

「
後
年
度
負
担
」
＝
長
期
ロ
ー
ン
を
恒
久
化
す
る

改
正
案
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま

で
政
権
は
「
軍
事
大
国
」
化
を
加
速
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

（
１
）
軍
事
予
算
の
異
常
な
ま
で
の
優
遇
と
聖
域
化

超
高
齢
社
会
の
加
速
的
進
展
、
一
向
に
解
決
し

な
い
少
子
化
傾
向
、
国
際
的
競
争
力
の
急
速
な
低

下
と
い
う
財
政
環
境
に
あ
っ
て
、
全
行
政
機
関
に

は
歳
出
縮
減
の
縛
り
（「
予
算
管
理
法
」
に
基
づ
く
「
Ｃ

ａ
ｐ
制
」）
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
法
的
に

は
あ
く
ま
で
も
「
行
政
機
関
」
に
過
ぎ
な
い
自
衛
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の
問
題
で
あ
る
。

（
２
）
補
正
予
算
と
新
規
後
年
度
負
担
の
問
題
点

岸
田
政
権
下
で
の
軍
事
予
算
の
優
遇
と
聖
域
化

の
要
が
、「
補
正
予
算
」
と
「
新
規
後
年
度
負
担
」

で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
第
86
条
に
お
い
て
「
予
算
の
単
年

度
主
義
」
が
謳
わ
れ
、
こ
れ
が
財
政
民
主
主
義
の

基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
例
外
規
定

と
し
て
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
財
政
法
第
29
条

が
こ
う
定
め
て
い
る
。

１
..

法
律
上
又
は
契
約
上
国
の
義
務
に
属
す
る

経
費
の
不
足
を
補
う
ほ
か
、
予
算
作
成
後
に
生

じ
た
事
由
に
基
づ
き
特
に
緊
要
と
な
つ
た
経
費

の
支
出
（
当
該
年
度
に
お
い
て
国
庫
内
の
移
換
え
に
と

ど
ま
る
も
の
を
含
む
。）
又
は
債
務
の
負
担
を
行
う

た
め
必
要
な
予
算
の
追
加
を
行
う
場
合

２
.
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基
づ
い
て
、

予
算
に
追
加
以
外
の
変
更
を
加
え
る
場
合

一
方
、「
後
年
度
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
財
政

法
第
15
条
に
よ
り
、
国
会
の
議
決
を
も
と
に
、
大

型
公
共
事
業
な
ど
に
上
限
5
年
の
複
数
年
度
契
約

の
予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
「
国
庫
債
務
負
担

行
為
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
上
述
の

通
り
、
安
倍
政
権
下
に
お
い
て
、
艦
船
や
戦
闘
機

な
ど
の
「
特
定
防
衛
調
達
」
に
限
り
、
上
限
を

10
年
に
延
長
。「
財
政
法
の

一
般
原
則
の
例
外
を
設
け

る
」
と
し
て
5
年
の
時
限
法

と
し
、
19
年
に
さ
ら
に
5
年

延
長
し
て
い
た
。
そ
れ
が
そ

の
期
限
切
れ
を
前
に
、
つ
い

に
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。ま

ず
２
０
２
３
年
度
補
正

予
算
（
す
で
に
成
立
、一
部
執
行
）

を
見
て
み
よ
う
。

見
て
の
通
り
、
前
年
度
に

比
べ
倍
額
の
巨
額
の
補
正
予

算
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
本
年
度

で
は
な
く
次
年
度
の
た
め
の

支
出
で
あ
る
。
典
型
的
な
の

は
「
米
軍
再
編
」
関
連
の
費

用
で
、
こ
こ
に
は
馬
毛
島
の

米
空
母
艦
載
機
の
陸
上
離
着

陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
施
設
整

備
２
６
８
４
億
円
、
地
方
自

治
を
蹂
躙
し
て
の
代
執
行
に

よ
る
、
絶
対
に
成
功
し
な
い

軟
弱
地
盤
の
埋
め
立
て
も
含

む
辺
野
古
新
基
地
建
設
３
・

38
億
円
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ

ら
の
予
算
は
確
実
に
次
年
度

執
行
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
毎
年
8
月
末
に
省
議
決
定
さ
れ
る
「
概
算
要

求
」
に
は
金
額
を
示
さ
な
い
「
事
項
要
求
」
と
し

て
提
示
さ
れ
、
補
正
予
算
で
金
額
化
さ
れ
る
。
こ

の
手
法
は
一
貫
し
て
常
態
化
し
て
い
る
。

あ
ま
つ
さ
え
、
近
年
の
防
衛
の
ト
レ
ン
ド
と
さ

れ
て
い
る
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
」、

具
体
的
に
は
陸
自
運
用
の
「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾

能
力
向
上
型
」「
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空
弾
」
の

確
保
な
ど
、
ま
だ
影
も
形
も
な
い
も
の
に
な
ぜ
補

正
予
算
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う

か
？こ

の
補
正
予
算
の
扱
い
に
関
し
て
、
２
０
２
１

年
度
は
２
０
２
１
年
度
補
正
＋
２
０
２
２
年
度
当

初
予
算
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
自
体
大

問
題
で
あ
る
が
、
翌
年
の
安
保
関
連
3
文
書
の
抜

本
的
改
悪
に
伴
い
、
当
初
予
算
本
体
が
大
幅
に
増

額
に
な
っ
た
こ
と
で
、
補
正
予
算
額
は
縮
小
（
と

は
い
え
、
歴
代
第
2
位
で
は
あ
る
）、
本
体
予
算
と
は

切
り
離
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
は
大
幅

に
増
額
さ
れ
た
補
正
予
算
と
翌
年
度
本
体
予
算
を

再
度
合
体
さ
せ
た
２
０
２
２
年
度
と
同
じ
「
防
衛

力
抜
本
強
化
」
予
算
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
こ
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、
２
０
２
３
年
度
に
は

本
体
予
算
と
前
年
度
補
正
予
算
を
合
体
さ
せ
て
既

成
事
実
化
し
、
一
方
２
０
２
４
年
度
に
関
し
て
は

本
体
予
算
の
み
を
図
示
し
︐
上
部
に
仮
の
遊
び
を

持
た
せ
て
そ
れ
ほ
ど
増
額
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ

う
に
見
せ
か
け
、
さ
ら
に
本
体
予
算
を
今
後
「
段

階
的
に
増
額
」
と
し
て
、
い
く
ら

で
も
補
正
予
算
で
水
増
し
で
き
る

こ
と
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

続
い
て
新
規
後
年
度
負
担
を
検

討
し
た
い
。

岸
田
政
権
下
の
「
青
天
井
」
の

防
衛
予
算
以
前
に
は
、
概
ね
5
兆

円
前
後
の
防
衛
予
算
の
半
分
は
自

衛
官
の
給
与
と
営
内
の
糧
食
費
に

充
て
ら
れ
、
残
り
の
か
な
り
の
部

分
が
続
い
て
い
る
長
期
ロ
ー
ン
の

当
年
度
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い

た
。
残
っ
た
せ
い
ぜ
い
一
兆
円
前

後
で
、
訓
練
の
た
め
の
燃
料
、
弾

薬
、
そ
の
他
諸
々
の
自
衛
隊
の
運

用
の
た
め
の
費
用
を
捻
出
し
な
け

は
、
新
規
の
後
年
度
負

担
の
金
額
を
隠
す
と
い

う
姑
息
な
手
段
す
ら

防
衛
省
は
講
じ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
当
初
予

算
案
本
体
と
同
額
も
し

く
は
そ
れ
以
上
の
長
期

ロ
ー
ン
の
積
み
上
げ
を

と
り
あ
え
ず
覆
い
隠
す

た
め
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。そ
こ
に
今
回
の「
最

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
「
高
額
兵
器
爆

買
い
」
な
ど
出
来
る
わ
け
が
な
い
。
従
っ
て
新
た

な
長
期
ロ
ー
ン
を
組
む
。
そ
の
金
額
が
今
や
大
幅

に
増
額
さ
れ
た
本
体
予
算
と
比
肩
す
る
ま
で
の
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
仮
に
「
政
権
交
代
」
が

な
さ
れ
て
も
帳
消
し
に
は
な
ら
な
い
、
こ
の
ま
ま

で
は
次
世
代
に
半
永
久
的
に
背
負
わ
さ
れ
る
借
金

に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
金
額
は
そ
の
年
の

「
防
衛
予
算
」
に
は
算
入
さ
れ
な
い
た
め
、
ご
く

一
部
の
メ
デ
ィ
ア
を
除
き
、
報
道
も
さ
れ
な
い
。

し
か
も
、
昨
年
8
月
末
省
議
決
定
の
概
算
要
求
で



7
市民の意見  NO.202　2024/4/1

特
集
　
軍
事
化
す
る
社
会

長
10
年
」
の
恒
久
化
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、一
昨
年
末
の
安
保
3
文
書
改
悪
の「
防

衛
力
整
備
計
画
」
に
明
記
さ
れ
た
「
長
期
契
約
の

適
用
拡
大
」
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
上
述
の
通
り
、
こ
れ
か
ら
着
実
に
増

額
さ
れ
て
い
く
当
初
予
算
本
体
部
分
＋
そ
の
都
度

の
都
合
で
積
み
上
げ
ら
れ
る
前
年
度
補
正
予
算
＋

当
初
本
体
部
分
と
ほ
ぼ
同
額
で
積
み
上
げ
ら
れ
る

後
年
度
負
担
と
い
う
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
文
字

通
り
の
「
青
天
井
の
軍
事
予
算
」
＝
「
軍
事
大
国

化
予
算
」
が
既
定
の
事
実
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
今
回
の
恒
久
化
の
意
図
は
、
財
源
が
不

確
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
ロ
ー
ン
を

組
む
こ
と
で
無
意
味
な
高
額
兵
器
の
大
量
購
入
を

確
保
す
る
と
い
う
、
虚
妄
な
「
軍
事
大
国
」
路
線

に
と
り
つ
か
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
政
治
家
の
場

当
た
り
的
な
対
応
で
し
か
な
い
。あ
ら
か
じ
め「
Ｇ

Ｄ
Ｐ
２
％
」
と
い
う
軍
事
的
合
理
性
に
基
づ
く
根

拠
皆
無
の
金
額
を
決
め
、
金
額
合
わ
せ
で
「
お
買

い
物
リ
ス
ト
」
を
杜
撰
に
決
め
た
こ
と
は
、
昨
年

度
の
国
会
で
の
政
府
答
弁
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
「
お
買
い
物
リ
ス
ト
」
は
作
っ
た
が
想

定
外
に
進
む
円
安
と
国
際
的
な
物
価
高
騰
、
安
全

保
障
環
境
の
不
安
定
に
伴
う
軍
需
産
業
へ
の
需
要

増
に
よ
り
、
価
格
が
予
想
を
超
え
て
高
上
が
り
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
次
世
代
へ
の
ツ
ケ
で

ご
ま
か
そ
う
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
、
来
年
度
当
初
予
算
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
陸
自
と
空
自
の
大
型
ヘ
リ
Ｃ

Ｈ
47
（
チ
ヌ
ー
ク
）
17
機
の
購
入
で
あ
る
（
当
然
こ

れ
は
「
特
定
防
衛
調
達
」
と
し
て
長
期
ロ
ー
ン
）。
通
常

１
機
80
億
円
程
度
と
さ
れ
て
き
た
同
機
17
機
の
購

入
金
額
が
、
オ
ス
プ
レ
イ
17
機
の
購
入
額
と
ほ
ぼ

同
額
な
の
で
あ
る
。し
か
も
そ
の
導
入
理
由
が「
南

西
諸
島
等
へ
の
人
員
と
物
資
等
の
迅
速
な
運
搬
」

と
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
理
由
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
た
私
は
、
こ
の
裏
に
あ
る
事
情
を

探
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
当
初
は
倍
の
34
機
を
購

入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ

る
。
高
額
で
オ
ス
プ
レ
イ
を
買
っ
た
け
れ
ど
も
、

こ
こ
２
年
で
事
故
が
頻
発
し
死
者
も
20
名
、
使
い

勝
手
も
悪
い
。
す
で
に
運
用
経
験
も
多
く
、
安
定

し
て
運
用
で
き
る
Ｃ
Ｈ
47
を
大
量
に
導
入
す
る
こ

と
に
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

予
想
外
に
高
額
に
な
っ
た
た
め
に
半
減
さ
せ
た
と

い
う
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
同
様
な
事
例
は
軍
事
予

算
の
多
く
に
見
ら
れ
る
は
ず
だ
。
財
政
規
律
も
何

も
無
い
貴
重
な
税
金
の
空
費
で
し
か
な
い
。

（
3
）
自
衛
隊
の
実
質
的
「
軍
隊
」
化

こ
う
し
た
予
算
面
で
の
優
遇
を
背
景
に
、
行
政

機
関
に
過
ぎ
な
い
は
ず
の
自
衛
隊
の
抜
本
的
な
組

織
改
編
＝
軍
隊
化
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

3
月
21
日
、「
水
陸
機
動
団
」
の
第
３
連
隊

（
６
０
０
名
）
が
長
崎
県
大
村
市
竹
松
駐
屯
地
で
発

足
。
同
県
佐
世
保
市
相
浦
駐
屯
地
の
第
１
・
第
２

連
隊
と
合
わ
せ
３
０
０
０
人
規
模
と
な
っ
た
。「
離

島
奪
還
作
戦
」
な
る
茶
番
を
担
う
同
機
動
団
を
運

ぶ
と
さ
れ
て
い
る
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
Ｖ
22
は
、
同

日
、
暫
定
配
備
さ
れ
て
い
る
木
更
津
駐
屯
地
で
、

昨
年
11
月
29
日
の
空
軍
Ｃ
Ｖ
22
の
墜
落
大
破
、
乗

員
全
員
死
亡
事
故
後
の
オ
ス
プ
レ
イ
全
面
飛
行
停

止
以
来
、
米
軍
の
飛
行
停
止
解
除
を
受
け
て
強
風

の
中
飛
行
を
再
開
（
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
決

定
は
、後
年
度
不
安
恒
久
化
が
衆
院
で
可
決
さ
れ
た
19
日
）。

さ
ら
に
同
じ
く
同
日
佐
賀
地
裁
で
は
、
佐
賀
空
港

へ
の
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
に
関
し
て
地
元

漁
民
ら
4
名
の
建
設
工
事
差
し
止
め
仮
処
分
申
し

立
て
の
却
下
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も

平ひ
ょ
う

仄そ
く

が
合
い
す
ぎ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
加
え
て
、
Ｆ
35
Ａ
部
隊
が
現
在
の
三
沢

基
地
に
加
え
石
川
県
小
松
基
地
に
も
置
か
れ
る
。

Ｆ
35
Ｂ
部
隊
が
宮
崎
県
新
田
原
基
地
に
新
編
、
同

機
は
今
年
か
ら
配
備
が
始
ま
る
。
そ
の
Ｆ
35
Ｂ
を

海
上
で
、
つ
ま
り
実
戦
で
運
用
す
る
た
め
に
空
母

化
さ
れ
る「
い
ず
も
」型
護
衛
艦
２
隻
の
う
ち「
か

が
」
が
い
ち
早
く
甲
板
の
改
修
を
終
え
、
海
上
公

試
も
終
え
て
い
る
。
国
内
外
各
地
で
、
米
軍
の
み

な
ら
ず
き
わ
め
て
多
様
な
組
み
合
わ
せ
で
他
国
軍

と
の
合
同
軍
事
訓
練
が
連
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
。
私
の
地
元
習
志
野
演
習
場
で
は
、
1
月
7
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特
集
　
軍
事
化
す
る
社
会

日
の
第
一
空
挺
団
降
下
訓
練
始
め
が
、米
、英
、仏
、

独
、
加
、
蘭
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

で
越
軍
も
参
加
し
て
、
９
０
０
０
人
の
一
般
市
民

の
観
客
の
前
で
「
戦
争
」
を
見
せ
つ
け
た
。
昨
年

11
月
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
「
13
カ
国
多
国
籍

訓
練
」
で
は
、
陸
自
が
全
部
隊
を
統
括
し
て
陸
上

訓
練
を
行
な
い
、「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
」
の
実

弾
発
射
訓
練
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
自

衛
隊
の
軍
隊
化
、
そ
れ
も
従
来
の
「
米
軍
の
後
方

支
援
」
で
は
な
く
、
米
軍
の
肩
代
わ
り
と
し
て
自

衛
隊
主
導
で
イ
ン
ド
・
太
平
洋
で
の
軍
事
行
動
を

行
な
う
軍
隊
に
向
け
て
の
組
織
の
改
編
と
装
備
の

強
化
が
着
々
と
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
可

能
に
し
て
い
る
の
が
、聖
域
化
さ
れ
た
軍
事
予
算
、

そ
し
て
「
安
全
保
障
」
を
第
一
義
の
優
先
事
項
と

す
る
こ
と
で
、
司
法
や
行
政
も
主
権
者
の
意
思
も

巻
き
込
ん
で
い
く
強
権
的
な
権
力
機
構
な
の
で
あ

る
。
3
月
19
日
に
は
「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護

法
案
」
の
衆
議
院
で
の
審
議
も
始
ま
っ
た
。
民
間

人
へ
の
罰
則
を
設
け
、「
安
全
保
障
」
の
名
目
で

企
業
ぐ
る
み
で
個
人
情
報
を
監
視
・
管
理
す
る
社

会
が
到
来
す
る
。な
ぜ
歴
代
政
権
は
こ
こ
ま
で「
安

全
保
障
」
に
こ
だ
わ
る
の
か
、
こ
れ
は
別
の
機
会

に
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
ひ
ろ
し
／
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
は
い
ら

な
い
！　

習
志
野
基
地
行
動
委
員
会
）
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天野恵一
基本的人権（個々人の自己決定権尊重）主義──それを定着させるのに力になったものは、
〈運動〉だけではなく、「娯楽の王様」といわれ、量産され続けた大衆映画であったこと、
それをはっきりと論理化しておくこと──。（「あとがき」より）

『大衆映画の戦後社会史』
出版記念 会

2024年4月27日（土）　午後1時20分より
日本キリスト教会館（4階）

日本キリスト教
会館

東西線
早稲田駅

交番穴八幡宮

学 02 バス停
西早稲田

バス停
西早稲田

G.S
出口 2

出口 2

早
稲
田
通
りセブンイレブン

副
都
心
線

西
早
稲
田
駅

明
治
通
り

居食処
かわうち

←高田馬場

新宿区西早稲田2-3-18

◇対　　論　小野沢稔彦 vs. 天野恵一
◇参考上映　『太陽への脱出』
　　　　　　　（監督：舛田利雄／主演：石原裕次郎／1963年／日活）

（映画プロデューサー／映画批評）
●13:30～
　　映画『太陽への脱出』上映
●15:30～
　　対論　小野沢稔彦／天野恵一
●17:00～
　　友人たちの発言、など
●18:00 ｠ 終了

参加費：700円

◉日本キリスト教会館
　東西線「早稲田」駅より約8分

　副都心線「西早稲田」駅より約12分
　JR「高田馬場」駅より約17分

■問い合わせ■
　さあ、もう一踏ん張りの会。　Tel. 090-3530-6113（小見）

A5判／256頁／定価：2500円＋税
梨の木舎　
http://www.nashinoki-sha.com/
Tel : 03-6256-9517


	



